ちがさき地域通貨Ｃ－リングクラブ　事務局長　杉村一憲さん
地域通貨とは、特定の地域やコミュニティ内で信頼に基づいて発行される価値の媒体です。助け合いの気持ちと顧客サービスの循環面等で自由で活発な交換を促すツールであります。実際の通貨ではありません。ボランティア助け合い切符のようなものであり、地域内のサービスの循環のためのお金です。従い地域通貨を円に換金できません。その役割は、地域内での助け合いや仲間づくり、住民参加、協働によるまちづくり、商店街活性化等であります。日本では約１７５件の地域通貨があります。日本の地域通貨の半分以上は、NPO及び任意団体が発行しています。
地域通貨の目的は、人と環境にやさしいまちづくり、地域の誰もが生き生きと心豊かに
暮らせるまちづくりを目指すということであります。
現在までの経過ですが、２００２年８月に商店会連合会内に「なるほど地域通貨研究会」が発足し、２００３年８月には、環境市民会議ちがさきエコワークにおいても「エコワーク地域通貨研究会」がスタートしました。運用は、２００４年４月から任意団体「ちがさき地域通貨Ｃ－リングクラブ」にて開始しており、現在までに、各種の助け合い、地域振興分野での活用のほか、ビーチクリーン、千の川クリーンキャンペーン、各種フェスティバル、環境フェア等で配布しています。また、１１月には、エコワーク主催で「地域通貨、その活用事例と課題」というテーマで講演会も行いました。
地域通貨の方式は、Ｃ－ブック（大福帳）とＣ－リング（紙券）の併用方式としています。お互いのやりとりが終わったら笑顔で握手を交わすことにしています。しかし、まだまだＣ－リングを使える場面が少ないため、より多くの助け合いや店舗で使えるようにするための色々な仕組みの導入に取り組んでおります。
現在めざしている適用事例としては、環境保全分野では、
· 海、川、市街地のクリーンキャンペーン
· 里山保全、公園清掃
· 空き缶、空き瓶回収
· マイバック持参
· 自然エネルギーの活用と省エネルギー推進
· 自然環境調査、総合教育参加などが挙げられる。
　また、助け合い、福祉分野での適用事例としては、
· 家事（掃除、洗濯、子守、ゴミ出し、留守番）
· お助け（買い物代行、犬の散歩など）
· 庭手入れ（水やり、草むしりなど）
· 事務サービス（写真ビデオ撮影、チラシ作成など）
· 指導（パソコン、料理、手芸など）
· 運搬（病院への送迎）などがある。
　地域通貨の今後の展望としては、エコワーク地域通貨研究会との連携、市民活動サポートセンターとの連携、事業者との連携、社会福祉協議会や福祉活動グループとの連携、商工会議所・各種団体との連携、行政との協働、地元大學との連携など幅広い範囲で取り組もうとしております。すでにこういった団体との協働は大なり小なり行っておりますが、これをもっと拡げていきたい、大きな流れにしていきたいと思っています。また、市民活動サポートセンターガイドブックに掲載されている２００近い団体との交流などに地域通貨を使っていただけたら、という思いもあります。しかし当クラブは発足して１年であり、
推進体制、運営資金の確保、事務局コーディネーション機能等の面で脆弱であります。
今後各方面でのご理解とご支援をお願い致したく思っております。
多くの市民の当クラブ活動へのご参加ご支援の程お願い致します。
